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序　　文
京都市内には、いにしえの都平安京をはじめとして、数多くの埋蔵文化財包蔵地（遺跡）

が点在しています。平安京以前にさかのぼる遺跡及び平安京建都以来、今日に至るまで

営々と生活が営まれ、各時代の生活跡が連綿と重なりあっています。このように地中に埋

もれた埋蔵文化財（遺跡）は、過去の京都の姿をうかびあがらせてくれます。

公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所は、遺跡の発掘調査をとおして京都の歴史の解明

に取り組んでいます。その調査成果を市民の皆様に広く公開し、活用していただけるよう

努めていくことが責務と考えています。現地説明会の開催、写真展や遺跡めぐり、京都市

考古資料館での展示公開、小中学校での出前授業、ホームページでの情報公開などを積極

的に進めているところです。

このたび、校舎改修工事に伴う植物園北遺跡の発掘調査について調査成果を報告いたし

ます。本報告の内容につきましてお気づきのことがございましたら、ご教示賜りますよう

お願い申し上げます。

末尾になりましたが、当調査に際しまして多くのご協力とご支援を賜りました関係各位

に厚く感謝し、御礼を申し上げます。

令和５年３月

公益財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　井　上　満　郎



例　　言

１	 遺　跡　名	 植物園北遺跡　（京都市番号　21Ｓ520）

２	 調査所在地	 京都市北区上賀茂烏帽子ヶ垣内町１番地（上賀茂小学校）

３	 委　託　者	 京都市　代表者　京都市長　門川大作

４	 調	査	期	間	 2022年７月23日〜2022年８月23日

５	 調	査	面	積	 64㎡

６	 調査担当者	 布川豊治

７	 使	用	地	図	 	京都市発行の都市計画基本図（縮尺１：2,500）「西賀茂」・「幡枝」を参考

にし、作成した。

８	 使用測地系	 	世界測地系　平面直角座標系Ⅵ（ただし、単位（ｍ）を省略した）

９	 使	用	標	高	 	T.P.：東京湾平均海面高度

10	 使用土色名	 	農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版　標準土色帖』に準じた。

11	 遺	構	番	号	 通し番号を付し、遺構の種類を前に付けた。

12	 遺	物	番	号	 通し番号を付した。

13	 本	書	作	成	 布川豊治

14	 備　　　考	 	上記以外に調査・整理ならびに本書作成には、調査業務職員及び資料業

務職員があたった。

（調査地点図）
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植	物	園	北	遺	跡

１．調査経過
今回の調査は、京都市立上賀茂小学校長寿命化改修工事に伴うものである。調査地の上賀茂小学

校は植物園北遺跡に含まれ、遺構の検出が想定されることから工事に先立ち、発掘調査を実施する

こととなった。調査区は京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課（以下「文化財保護

課」という）の指導に従い、南校舎の北隣中央部に設定した。その大きさは、東西約16ｍ、南北約

４ｍ、面積64㎡前後である。

調査は2022年７月23日から付帯工事（インターロッキングブロック舗装面の取り外し）を行い、

器材搬入・引越しののち、27日から重機掘削を開始した。現代盛土・耕作土を除去すると、地面よ

り深さ50㎝前後で地山面となり、この面を遺構面とした。この面から手作業により29日から遺構

検出、遺構掘削を開始した。調査の結果、建物跡・柱穴・土坑などを検出した。写真撮影、図面作

成などの遺構の記録は適宜行った。その後、埋め戻し、ブロック舗装復旧、器材搬出を終え、8月

23日に現地作業を終了した。

なお、適時に文化財保護課による検査、京都大学の伊藤淳史氏による検証を受けた。

－1－

図１　調査位置図（１：2,500）



－2－

図３　調査前全景（南西から） 図４　作業状況（北東から）

図２　調査区配置図（１：800）



２．位置と環境

（１）歴史的環境と立地

今回の調査地上賀茂は京都盆地北部の北端にあたり、賀茂川と高野川合流点から北に広がる逆

三角形状の平地に位置する。この辺り一帯は賀茂川が北山山間部から平野部へ流れ出て形成した

扇状地である。

この地域で公共下水道敷設工事が計画され、これに伴う立会調査と試掘調査（調査１）が1979年

から1981年にわたり実施された。その範囲は東西が賀茂川から西へ松ヶ崎付近まで、南北は北山

通から山裾あたりまでの一帯である。その結果、縄文時代から室町時代までの遺構が検出され、中

でも弥生時代後期から古墳時代にかけての大規模な集落跡が明らかとなり、「植物園北遺跡」と名

付けられた。この遺跡の範囲は、西が賀茂川左岸あたりまで、北西端は上賀茂神社、北は神宮寺

山・本山・西山に接し、東は松ヶ崎通付近まで、南は京都府立植物園から京都府立大学あたりまで

の東西約2.1㎞、南北約1.4㎞の広がりをもつ。調査地はその植物園北遺跡の北西部に位置する。

（２）周辺の調査

植物園北遺跡では、遺跡の存在が周知されて以来、2022年までに数多くの調査が実施されてい

る。それらの主なものを、周辺調査位置図（図５）、周辺調査一覧表（表１）、文献一覧表（表２）

として掲載した
１）

。

上賀茂小学校とその近隣では、調査が３箇所実施されている（図１）。小学校の北隣での調査２

では、古墳時代の竪穴建物、鎌倉・室町時代の東西溝と井戸、柱穴群、桃山時代の石室などが発見

された。体育館建替えに伴う調査３では、弥生時代から古墳時代にかけての北西から南東の自然流

路、古墳時代の竪穴建物３棟、平安時代の掘立柱建物１棟などが発見された。児童館を建設に伴う

調査４では、古墳時代の掘立柱建物２棟、北西から南東の自然流路、室町時代の多数の土坑、柱穴

群、その他に江戸時代の耕作の遺構も発見している。

註

１）	 		布川豊治『植物園北遺跡』京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告	2018－11（表２：文献49）に掲載

の図５、表１・２を修正・加筆した。
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図５　周辺調査位置図（１：10,000）
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表１　周辺調査一覧表
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表２　文献一覧表



３．遺　　構

（１）基本層序（図版２）

調査区北壁Ｙ=－22,127〜－22,128では、現代層

（ブロック・砂層・砕石）が厚さ約0.3ｍ、その下に

耕作土が厚さ約0.1ｍ堆積している。その下は包含

層が厚さ約0.2ｍ堆積している。さらにその下は地

山であり、この上面が遺構検出面で、標高80.75ｍ前

後である。

調査区東壁X=－104,611〜－104,612では、現代

層（ブロック・砂層・砕石・現代盛土）が厚さ約0.3

ｍ、その下に耕作土が厚さ約0.1ｍ堆積している。そ

の下が地山であり、この上面が遺構検出面で、標高

80.8ｍ前後である。

（２）遺構（図版１・３）

調査区西半はコンクリート基礎の攪乱が調査区

全体の約２/５を占める。調査区東半は遺構の残存

状況が良好であり、建物２棟、土坑、柱穴列などを

検出した。

竪穴建物３（図６、図版３）　調査区中央部で検

出した。壁溝と焼土を多く含むブロックを伴う。建

物の一部のみの検出であり、全体の規模は不明であ

る。建物の傾きは北に対して西へ約29.2度である。

検出面の規模は長さ４ｍ以上、幅２ｍ以上である。

壁沿いの壁溝規模は幅0.2〜0.3ｍ、深さ0.15ｍであ

る。建物埋土は黒褐色粘質土であり、２層に分層し

－7－

表３　遺構概要表

図６　竪穴建物３実測図（１：50）



た。下層は貼床としては、固く締まらない粘質土であり、壁溝を掘り込む。建物残存部の中央、地

山面直上で焼土を多く含むブロックを検出した。ブロックの検出面の形は三角形状である。検出規

模は一辺約0.4ｍ、厚さ約0.1ｍである。これは固く締まる焼土ではないことから、竈ではないと考

えられる。古墳時代の土師器が出土した。

掘立柱建物１（図７、図版４）　調査区東側で柱穴を４基検出した。各柱穴を結ぶと方形となる。

東西柱穴列の西側延長部では柱穴は検出できなかった。各柱穴の柱間は2.25ｍ前後の掘立柱建物で

ある。建物の傾きは北に対して東へ約２度、ほぼ南北である。検出面の各柱穴掘形は楕円形であ

－8－

図７　掘立柱建物１実測図（１：50）



り、掘形規模は長径0.4〜0.5ｍ、短径0.35〜0.4ｍ、深さは0.2〜0.4ｍである。柱抜取穴の径は0.15

〜0.25ｍである。古墳時代と平安時代の遺物が出土した。

柱穴列２（図８、図版４）　調査区中央部で柱穴を２基検出した。明瞭な柱抜取穴を検出したこ

とから柱穴列としてまとめた。柱間は約2.0ｍ、柱穴列の傾きは北に対して西へ約23.2度である。検

出面の各柱穴掘形は隅丸方形である。掘形規模は径約0.4ｍと約0.55ｍ、深さ0.15ｍ前後である。古

墳時代と平安時代の遺物が出土した。

土坑１（図９、図版４）　調査区東端で検出した。検出面掘形は南北約2.2ｍ、東西1.1ｍ以上、深

さ0.4ｍである。東側は調査区外に続く。埋土の最下層はφ２〜５㎝の礫が中量混じり、最下層直

上から完形に近い土師器皿が１点出土した。今回の調査で遺物が最も多く出土した遺構である。古

墳時代と平安時代から室町時代の遺物が出土した。

－9－

図８　柱穴列２実測図（１：50） 図９　土坑１実測図（１：50）



４．遺　　物

（１）遺物の概要

出土遺物は整理箱５箱である。時期は古墳時代と平安時代から江戸時代までの遺物が出土した
１）

。

出土量は、鎌倉時代から室町時代の遺物が最も多く、次に古墳時代、次いで平安時代のものが出土

している。江戸時代の遺物は少量である。出土遺物はほとんどが小破片である。

古墳時代の遺物は、土師器である。須恵器は出土しなかった。

平安時代の遺物は、土師器が多く、その他は少量である。その他には須恵器、緑釉陶器、灰釉陶

器、黒色土器、瓦がある。

鎌倉時代から室町時代の遺物は、多くが土師器である。その他に少量の瓦器、焼締陶器、輸入磁

器、瓦がある。

江戸時代の遺物は、施釉陶器、染付磁器、白磁、瓦がある。

（２）土器類（図10）

出土土器は細片・小片であるため、図示は

少数に留まり、７点を図示した。

掘立柱建物１出土土器（１〜４）　すべて

土師器皿である。１が柱穴11、２が柱穴13、

３が柱穴12、４が柱穴13柱抜取穴から出土

した。１〜３は外反する口縁部に内湾する端

部が付く。４は口縁部が内湾し、端部が外反

して面を作る。時期は４Ｂ〜４Ｃ段階に収ま

り、11世紀後半に比定できる。

－10－

表４　遺物概要表

図10　出土土器実測図（１：４）



土坑１出土土器（５〜７）　すべて土師器皿である。５は口縁部が緩やかに内湾し、端部は三角

形状を呈する。６・７は体部上半がやや外反し端部を丸く収める。５〜６の時期は７Ｃ〜８Ａ段階

に収まり、14世紀中期に比定できる。

註

１）	 	土器の時期については、平尾政幸「土師器再考」『洛史		研究紀要		第12号』　公益財団法人京都市埋

蔵文化財研究所　2019年　に掲載の編年案による。

－11－



５．ま	と	め
今回の調査では、古墳時代、平安時代、鎌倉時代から室町時代、近世から近代の遺構や遺物を確

認した（図11）。以下、時代別に述べる。

古墳時代　竪穴建物３を検出した。時期は古墳時代前半と推定している。遺跡北西部では古墳時

代の遺構が多数確認されており、調査２で竪穴建物10棟、調査３で竪穴建物３棟と流路、調査４で

掘立柱建物２棟と流路、小学校南東側で実施された広域立会調査（調査１）では竪穴建物１棟を検

出している。調査地周辺は古墳時代の集落の一画であったと考えられる
１）

。

平安時代　掘立柱建物１と柱穴列２を検出した。いずれの遺構も、時期は平安時代中期と推定し

ている。しかし、掘立柱建物１の主軸方位がほぼ正方位であるのに対して、柱穴列２は北に対して

西へ約23度傾く。両遺構の主軸方位の不一致が何に起因するのか、今後の調査をふまえ検討する

必要がある。小学校周辺の調査では、調査２で土坑１基、調査３で掘立柱建物１棟と土坑３基を検

出している。調査３から北側が集落域と考えられる。

鎌倉時代から室町時代　土坑１を検出した。出土土器から、時期は鎌倉時代末期から室町時代初

期に比定できる。小学校周辺の調査では、調査２で溝
２）

と柱穴群、井戸、土坑、調査３で井戸、土坑、

調査４で土坑群を検出した。遺構密度は調査２が高く（図12）、それよりも南側の調査地では希薄

となる傾向がある。集落は現在の明神川周辺を中心に形成された可能性が高い
３）

。

近世から近代　耕作土から数点の遺物が出土した。また、耕作溝や耕作に伴う杭跡と考えられる

小穴・柱穴を検出した。調査区周辺は耕作地として利用されたと考えられる。周辺調査では、調査

２において土坑（小石室）や柱穴などを検出したが、調査３では耕作土層や土坑、調査４では耕作

土層と畦畔、杭跡と考えられる小穴・柱穴を確認した。調査地より南側は耕作地として利用された

と推定している。

註

１）	 図11における古墳時代の遺構の時期は（表２：文献44）に従った。

２）	 	溝１・４は、調査２の報告において集落もしくは屋敷地を囲繞する「構の堀」と推定されている（表

２：文献８）。なお、調査２の溝１は、明神川支流との関連も想定できる。

３）	 	上賀茂神社の門前では、社司や氏人、農民が生活した集落（社家町）が、遅くとも15世紀中ごろには

成立していたと考えられている。調査２の遺構群は、これに関連するものと想定されている（表２：

文献８）。

－12－



－13－

図11　遺構変遷図（１：2,500）



－14－

図12　調査２	Ｂ区		鎌倉時代から桃山時代遺構平面図（１：150）



図　　版





図
版
１　

遺
構

調査区平面図（１：80）



図
版
２　

遺
構

調査区北壁・東壁断面図（１：50）



図
版
３　

遺
構

１　調査区全景（西から）

２　竪穴建物３（北西から）



図
版
４　

遺
構

１　掘立柱建物１、柱穴列２（西から）

２　土坑１土師器皿出土状況（北から） ３　土坑１完掘断面（北から）



報　告　書　抄　録



京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告　2022－6

植	物	園	北	遺	跡

　　発行日　　2023年３月31日

　　編　集　　　　　　　公益財団法人　京都市埋蔵文化財研究所　　発　行

　　住　所　　京都市上京区今出川通大宮東入元伊佐町265番地の１
　　　　　　　〒602－8435　℡	075－415－0521
　　　　　　　	http://www.kyoto-arc.or.jp/

　　印　刷　　三星商事印刷株式会社

　　住　所　　京都市上京区七本松通下長者町下る三番町273番
　　　　　　　〒602－8358　℡	075－467－5151


